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第２４回 原子力安全委員会臨時会議 

 

                       平成２３年４月２０日（水） 

                         午後３時００分～ 

                       原子力安全委員会委員長室 

 

議  題 

 

（１）福島第二原子力発電所に係る原子力災害対策特別措置法第１５条第２項第

１号及び第３号に掲げる事項について 

（２）その他   

 

配付資料 

 

（１－１）原子力災害対策特別措置法第十五条第二項第一号及び第三号に掲げる

事項に関し、意見を求める件   

（１－２）福島第一原子力発電所周辺のモニタリング結果等   

（追 加）原子力災害対策特別措置法第二十条第五項に基づいて意見を求められ

たに対する意見 
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                           午後３時００分開会 

○班目委員長 それでは、ただ今から第２４回原子力安全委員会臨時会議を開催

いたします。   

 今回の会議は、原子力災害対策特別措置法第１５条第２項第１号及び第３号に

掲げる事項の変更に伴う、周辺住民の生活に直結する事項について、原子力災害

対策本部長の指示よりも前に審議するものです。  従いまして、この会議での議

題名を含め、公開で審議することは、いたずらに周辺住民の方に動揺をもたらす

恐れがございますので、慎重に取り扱いたいと思います。従いまして、非公開で

議事を行うことといたします。  

 最初の議題は、「福島第二原子力発電所に係る原子力災害対策特別措置法第１

５条第２項第１号及び第３号に掲げる事項について」であります。   

 本件に関しては、原子力災害対策本部の事務局である原子力安全・保安院の黒

木審議官から説明をよろしくお願いいたします。 

○説明者（黒木審議官）  はい、それでは私の方から説明をさせていただきま

す。説明は資料第１－１号に基づいて、実施したいと思います。表紙にございま

すように、原子力災害対策本部長から原子力安全委員会に対して、ご意見を求め

る内容になっております。これは原子力災害対策特別措置法の中で、防災対策を

決める区域、それから周辺居住者等に周知する事項について、新たに変更等を行

うことについて、意見を求めるものでございます。表紙を読まさせていただきま

す。「原子力安全委員会殿、平成２３年４月２０日原子力災害対策本部長より。

東京電力福島第二原子力発電所に係る原子力災害対策特別措置法（平成１１年法

律第１５６号）第十五条第二項第一号及び第三号に掲げる事項に関し、同法第二

十条第五項の規定に基づき、別紙の事項について、意見を求める。」ということ

でございます。  

 最初に全体の形を添付１で説明したいと思います。添付１に記載されてますよ

うに、福島第一発電所から半径２０ｋｍの地域が避難区域に現在なっているとこ

ろでございます。先日お諮りいたしましたように、計画的避難区域及び緊急時避

難準備区域につきましては、２０ｋｍより遠い部分については、区域を変更する

ことについてご意見を伺ったところでございますが、２０ｋｍ以内の区域につい

ては、避難区域は変えないとのお話をさせていただきました。一方で、福島第二
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原子力発電所については、１０ｋｍ圏内が避難区域となっておりましたが、その

中で、福島第一原子力発電所の避難区域に該当しない部分が三日月状にあるとこ

ろです。ここにつきまして、福島第二原子力発電所が地震発生当初時に比べると

安定してきているところで、ここの避難区域についての検討をさせていただいた

結果について、ご意見を求めるとの段取りでございます。 

 それでは、別紙の方をご覧ください。簡潔に書いておりますので、読み上げる

形で説明します。  

１．福島第一原子力発電所から半径２０ｋｍの避難区域以外の福島第二原子力発

電所から半径１０ｋｍの避難区域、これは、福島第二原子力発電所より最短距離

は８．５ｋｍになってございますが、について、避難区域解除の適否の検討を行

ってございます。 

２．福島第二原子力発電所については、現時点において、原子力緊急事態宣言を

発令した平成２３年３月１２日時点と比較して、次のように、重大な事故が発生

することによるリスクは相当程度低下してきている。 

①原子炉の停止から約１か月経過したことから、原子炉の運転中と比べて、放出

可能性の大きい希ガス、ヨウ素などの内蔵量は約百分の一程度に低下しており、

仮に重大な事故が発生するとしてもその影響は低下してきている。  

②原子炉の停止から約１か月経過し、現在原子炉は冷温停止中であり、福島第二

原子力発電所の事故直後の崩壊熱より、数十分の一程度に低下しており、仮に重

大な事故が発生するとしても事象進展は緩慢であり、余裕を持って対策を講じる

ことができる。 

③原子炉及び使用済燃料プールの冷却については、既設の残留熱除去系１系統に

加え、電源車やポンプ車など仮設設備により、除熱機能が補強されている。  

上記①～③の状況を踏まえると、重大な事故が発生する蓋然性は少なくなってい

る。 

また、万一、重大な事故が発生したとしても、その影響は低下してきており、更

に、事象が緩慢に推移することから、重大な事故に至る前から温度、圧力等のプ

ラントデータの監視により、時間的余裕をもって重大な事故の発生を検知するこ

とが可能である。 

３．このような状況を踏まえ、また、次の安全対策の要件が満足されていること
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が確認されたので、防災指針に定められている目安の距離８ｋｍ～１０ｋｍのう

ち最短の８ｋｍ以内を引き続き避難区域とし、半径８ｋｍ以遠の区域を避難区域

から解除することは支障ないと判断でき、この区域を解除することとしたい。  

【半径８ｋｍ以遠の区域を避難区域から解除するための安全対策の要件】  

①外部電源２ルート４回線が確保されていること。 

②非常用ディーゼル発電機は、各号機ごとに２台分の容量が確保されているこ

と。但し、各号機間で非常用ディーゼル発電機の供給余力を融通させることによ

り、必要容量を確保することは認める。 

③電源車は全交流電源が喪失しても、各号機ごとに、必要となる電源容量を供給

できる電源車を配備していること。 

④ポンプ車については、各号機ごとに、原子炉冷却及び使用済燃料プールの冷却

に必要な注水流量を有するポンプ車を確保していること。 

４．また、避難区域の変更に伴い、変更された区域の居住者等に当該変更につい

て周知したい。 

 それでは添付書類の方でございますが、別添の２は、当該特定事象が発生した

際の経緯を書いてございます。現時点では冷温停止という形になっておりますの

で、事故が発生した際の状況これは、もう解消しているということでございま

す。 

 添付の３につきまして、これは崩壊熱の時間変化と希ガス、ヨウ素の時間変化

を記載しているものでございます。先ほどご説明した 1 か月の後の状況につい

てのバックデータということでお示ししたものでございます。  

 最後の添付４でございます。安全確保の要件を満たすための対応ということで

ございます。本日午後、福島第二原子力発電所に常駐しております保安検査官に

確認を行わせて確認ができたという事項を書いてございます。   

①外部電源、２ルート４回線を復旧・確保するということが確認されてございま

す。 

②非常用ディーゼル発電機は２、３、４号機の６台が復旧済みであり、１号機に

対して２台分の供給余力の融通を行い、これらを含め各号機ごとに非常用ディー

ゼル発電機２台分ずつの供給ができるようにするということでございます。特に

１号機につきましては、３台のディーゼル発電機がまだ修復してございません。
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それで、融通ということで、２号機との間、２号機から融通される電源について

は、崩壊熱が、１号、２号ともにかなり低下してきているということでございま

すので、その２号機で復旧しておりますＤＧ－Ｂというものがございますが、こ

のＤＧ－Ｂは、２号機分の容量と１号機分の容量、両方を供給できるということ

から、既に設置してございます２号機からの路線経由で１号機でも受電可能であ

るということを確認したところでございます。あわせて３号機と１号機の間でも

新たにルートを設置したところでございます。これによりまして、同じく、３号

機のＤＧ－Ｂと申すものが、これが３号機分の電気の容量と１号機分の電気の容

量を持っておりますので、自分のところに害を及ぼすことなく、１号機に融通で

きるという形になってございます。これについて、確認を行いました。併せて、

４号機の必要条件という形では、私ども要求はしてございませんが、４号機のＤ

Ｇ－Ｂも同じような発電容量を持ってございます。これも４号機と３号機がルー

トで結ばれておりますので、１号機まで電気を供給することは可能であるという

ことを確認させていただきました。 

③でございます。ここは一部修正させていただければと思います。添付は、「各

号機ごとに必要となる電源容量を供給できるよう、計１６台を配備する。」とな

ってございますが、これは計１７台という形に修正させていただきたいと思いま

す。さらに、カッコ書きで、（５００ｋＶＡ相当を１５台、２５０ｋＶＡ相当を

２台）ということでございます。５００ｋＶＡ相当であれば、ひとつの号機当た

り４台必要でございまして、１６台要るわけでございますが、２５０ｋＶＡ相当

を２台加えたということで、１７台ということになってございます。これで、必

要な電源容量は確保できるということを保安検査官の方で確認してございます。  

④について、ポンプ車は各号機ごとに必要な注水容量を供給できるよう、計８台

を配備するということも確認してございます。 

 以上で、安全確保のための要件が確認され、さらに１か月経ったことによる崩

壊熱等の低下という状況を踏まえれば、現在避難区域が同心円で半径１０ｋｍと

なっていた部分を、半径８ｋｍまで縮小することができるというふうに判断した

ところでございますので、原子力安全委員会のご意見をお伺いしたいと思いま

す。 

○班目委員長 はい。どうもありがとうございました。本件に関しましては、変
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更される区域に着目して重点的に審議する必要があると存じます。それでは、あ

の福島第二原子力発電所の半径１０ｋｍ圏内であって、福島第一原子力発電所の

半径２０ｋｍ以遠である地域、及び、その周辺地域でのこれまでのモニタリング

データが重要な判断材料になるかと思います。この点につきましては、第２２回

の原子力安全委員会臨時会議で文部科学省が作成、提出し、説明された資料がご

ざいますので、その資料のうち関係する地点でのこれまでのデータと、積算線量

がどこにあるのか、これは事務局の方からご説明をお願いいたします。  

○説明者（小原規制調査課長） ご説明させていただきます。これはあの資料第

１－２号ということで、関係資料を提出させていただいてございます。まず１ペ

ージ目でございますが、これは最近の福島第一原子力発電所周辺のモニタリング

結果ということで、文部科学省から情報提供がありました線量率データが示され

てございます。２０ｋｍ、３０ｋｍの円の南側といいますか、南側方位のとこ

ろ、太枠で示させていただいてございますが、内側からポイント４５、ポイント

７１、ポイント４４という本件に関連いたします地点での線量率データが示され

てございます。 

 続きまして、次のページでございますが、４月１０日の第２２回の臨時会議に

おきまして、文部科学省から提出された資料でございます。ただいまの関係する

４４、４５、７１のポイントについてのデータが示されてございます。具体的に

はこれは計画的避難区域の設定の検討に供された資料でございまして、この表の

一番右側の欄、平成２４年３月１１日時の積算線量の推定値ということで示され

てございます。そのうち、例えばポイント４４でございますと５．８ｍＳｖ、ポ

イント４５ですと９．３ｍＳｖ、ポイント７１ですと７．０ｍＳｖという推定値

が示されてございます。 

 その次のページにつきましては、積算線量の推定値の分布図ということでござ

いまして、福島第一原子力発電所の半径２０ｋｍの円、半径３０ｋｍの円、併せ

て、福島第二原子力発電所の半径１０ｋｍの円に囲まれた、三日月の部分が示さ

れてございます。それから、ただいま説明のありました半径８ｋｍの場合どうな

るかという点を示してございます。 

因みに、福島第一原子力発電所から半径２０ｋｍの円の下の左の方と申します

か、楢葉町のすぐ左のところですね、ちょっと線がはみ出しているかとございま
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す。これは１０ｍＳｖの積算線量の等高線図になってございます。   

 あと最後のページが空間線量率の測定値の推移ということでございますけど、

これにつきましては、ただいまの着目すべき、４４、４５、７１のポイントの積

算値につきましては、このグラフの一番下のラインに張り付いている状況です。

以上でございます。  

○班目委員長 はい、ありがとうございました。本件につきましては、私から申

し上げるまでもなく、原子力安全委員の間でも、技術的に検討してきておりまし

て、ただいまの発言につきましても概ね問題ないように思われますが、原子力災

害対策本部長から正式に意見を求められましたので、改めて、ご質問やご意見が

ございましたら、よろしくお願いします。何かございますでしょうか。       

○久住委員 基本的にこれは１０ｋｍになったとしても、現在、福島第一の２０

ｋｍ圏内に入っていることですので、特にここの地域につきましては放射線防護

法は緊急被ばくの状況ということで、特段の意見を申し上げることも必要では無

いと思うのですけど、引き続きモニタリングだけは、きちっとやっていただきた

いということだけは申し上げたいと思います。特にもしその２０ｋｍから３０ｋ

ｍ圏、あるいは、この２０ｋｍ圏が、次に何らか形が変わるようであれば、この

問題は、また別の問題として考えなければならないと思いますが、今の段階で

は、今お示しのモニタリングデータでよろしいのかなと思いますので、解除とい

うか、変更されることで結構かと思います。  

○班目委員長  はい、ありがとうございました。他に何かございますでしょう

か。それでは、久木田委員。 

○久木田委員 添付の４について確認させていただきたいのですが、②について

電源の融通について、この発電所は従来から、１号機と２号機、３号機と４号機

の間には、電源融通の遮断機が設置されていたのだと思いますが、今回新規に設

置されるものとしては、３号機と１号機の間に新たに設置することにしていて、

その結果として、４号機のＤＧによって、１号機まで融通することができるとい

う、そういうようなご説明として理解することでよいでしょうか。    

○班目委員長 はい、よろしゅうございますか。それでは、代谷委員。  

○代谷委員 今の添付４のところでございますが、この電力の件ですが、これは

通常の運転中ということではなくて、現在の停止中の、低温停止状態にある原子
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炉についての必要な供給源である。そういうことでよろしいですね。これらは②

も③も、そういうことでのお話ですね。  

○説明者（黒木審議官） 追加で説明させていただきますと、１か月経過したと

いうことで、１号機と２号機の負荷の合計は、６３３Ａ、これは７，８７５ｋＶ

Ａ電流換算でございますが、６３３Ａのケーブルございます。これに対しまし

て、２Ｄの計画容量が６５９Ａであるということから、現状においては、ディー

ゼルの容量で１号機と２号機を合わせて同時に得ることが、可能であるというこ

とでございます。また、１号機と３号機の負荷を合わせると６０４Ａでございま

して、３Ｂの計画容量が６５９Ａとなってます。現状においては、ディーゼルの

容量が負荷側以上のものを持っているということでございます。  

○班目委員長  よろしゅうございますか。申すまでもなく、これは、あくまで

も、区域の変更であって、これをもって、例えば福島第二発電所の事故収束とい

うこととは、全く無関係ということは確認しておきたいと思います。他に何かご

意見ございますでしょうか。   

○水間総務課長 事務局でございますが、ただいまの保安院から説明のありまし

た添付の４の修正について、公開する資料には訂正したものを出したいと思いま

すので、確認でございます。先ほどの③のところですが、１６台のところを１７

台。それから、括弧書きで、５００キロボルトアンペアですか、ｋＶＡ、１５

台、それから、２５０ｋＶＡが２台相当で、括弧閉じる。  

○説明者（黒木審議官） ５００ｋＶＡ相当：１５台、２５０ｋＶＡ相当：２台

です。  

○水間総務課長 では、確認させていただきましたので、公開するものは修正し

たものを公開させていただきます。  

○班目委員長 ありがとうございます。他に何か、ご意見等ございますでしょう

か。よろしゅうございますか、それでは、ただいまの意見を踏まえまして、本件

は差し支えない旨、回答にすることとして、よろしゅうございますか。はい、ど

うもありがとうございました。それでは、ただいまの回答について、事務局から

意見案としてまとめた資料の配付と読上げをよろしくお願いします。  

○水間総務課長 事務局でございますが、ただいま資料を配付させていただきま

した。資料番号でございますけれども、第２４回原子力安全委員会、資料番号な
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しで、資料追加というタイトルです。（案）でございますが、日付が平成２３年

４月２０日、本日付でございます。宛先は、原子力災害対策本部長殿、発信元は

原子力安全委員会でございます。本文を読み上げます。平成２３年４月２０日付

で原子力災害対策特別措置法第２０条第５項に基づいて意見を求められた件につ

いて、同項の規定に基づき、差し支えない旨、意見を述べます。  

○班目委員長  はい、ありがとうございました。これでよろしいかと思います

が、いかがでしょうか。はい、それでは追加資料のとおり、当委員会から原子力

災害対策本部長に対して意見を述べることにしたいと思います。事務局の方で

は、必要な手続きをとってくださいますようお願いいたします。本日他に審議す

ることはございますでしょうか。   

○水間総務課長 ございません。  

○班目委員長 それでは、本日の会合は終了させていただきます。ありがとうご

ざいました。         

                           午後３時２５分閉会 

 


